
（1）2010 年 7 月 30 日 埼　玉　の　夜　明　け Vol .�41−1

１

鳩
山
首
相
が
一
年
も
経
た
な
い
う
ち

に
退
陣
す
る
こ
と
を
、
い
っ
た
い
誰
が

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。し
か
し
、そ
れ
が
政
治
の
世
界
の
現

実
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

鳩
山
首
相
が
友
愛
政
治
の
実
現
を
主

張
し
、
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
政
治
を

実
践
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
時
、
多
く

の
国
会
議
員
が
万
来
の
拍
手
で
応
答
し

た
時
、
私
は
傍
聴
者
の
ひ
と
り
と
し
て

新
し
い
時
代
の
到
来
を
期
待
し
、
そ
の

実
現
を
心
か
ら
望
ん
だ
も
の
で
し
た
。

一
方
、
私
は
鳩
山
首
相
を
中
心
に
同

僚
が
力
を
合
わ
せ
て
、
戦
後
政
治
を
総

括
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
政

治
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

百
パ
ー
セ
ン
ト
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
問
題

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

菅
直
人
新
政
権
が
発
足
（
二
〇
一

〇
・
六
・
八
）し
た
こ
と
か
ら
、鳩
山
由

紀
夫
前
政
権
に
つ
い
て
く
わ
し
く
述
べ

る
こ
と
は
し
な
い
が
、
菅
直
人
首
相
の

発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
根
本
的
に

は
、
鳩
山
首
相
が
退
陣
す
る
時
に
言
わ

れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
日
米
、
日
中
、

日
韓
の
関
係
を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し

い
」
そ
の
他
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
こ
と

を
引
き
継
い
で
い
く
と
発
言
し
ま
し

た
。
菅
首
相
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
鳩
山

内
閣
と
同
じ
民
主
党
内
閣
で
あ
る
か

ら
、共
通
し
た
方
向
性
を
も
つ
」と
い
う

こ
と
で
し
た
。

菅
首
相
が
衆
院
本
会
議
で
第
九
十
四

代
首
相
に
指
名
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
一

〇
年
六
月
四
日
（
金
）
の
こ
と
で
し
た
。

右
の
発
言
は
、
新
首
相
に
指
名
さ
れ
た

直
後
の
記
者
会
見
の
時
の
発
言
で
あ

る
。菅

首
相
が
、
鳩
山
前
首
相
か
ら
言
わ

れ
た
こ
と
を
重
視
し
て
、
鳩
山
内
閣
と

同
じ
民
主
党
内
閣
で
あ
る
か
ら
、
共
通

し
た
方
向
性
を
も
つ
と
い
う
意
味
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
鳩
山
前
首

相
が
民
主
党
代
表
選
に
立
候
補
を
表
明

し
た
時
の
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
発
言

を
知
る
必
要
が
あ
る
。
憲
法
問
題
で
は

代
表
選
で
争
う
菅
直
人
代
表
も
驚
き
を

禁
じ
得
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
、

鳩
山
発
言
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ

る
（
一
九
九
九
・
九
・
二
（
木
）
、「
朝

日
新
聞
」）。

（
「
代
表
選
の
争
点
は
」
と
問
わ
れ

て
）中
長
期
的
に
は
憲
法
の
論
議
だ
。

今
す
ぐ
に
憲
法
改
正
す
る
こ
と
に
は

国
民
が
納
得
し
な
い
が
、
着
て
い
る

も
の
が
古
く
な
っ
た
時
に
、
も
っ
と

堂
々
と
憲
法
論
議
す
る
の
は
国
会
議

員
の
つ
と
め
だ
。
九
条
も
含
め
て
改

正
の
論
議
を
し
て
鳩
山
の
憲
法
観
を

打
ち
出
し
た
い
（
八
月
二
五
日
）。

憲
法
は
改
正
す
べ
き
だ
。
し
っ
か

り
と
論
争
す
る
。そ
れ
で
最
後
に（
党

が
）
割
れ
る
と
い
う
な
ら
仕
方
な
い

（
八
月
二
九
日
）。

憲
法
は
前
文
も
含
め
て
見
直
す
必

要
が
あ
り
、
九
条
も
国
民
に
向
け
て

堂
々
と
論
議
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
（
八
月
三
一
日
）。

以
上
は
、
一
九
九
九
年
の
時
の
鳩
山

由
紀
夫
氏
の
憲
法
観
の
要
旨
だ
が
、
首

相
時
代
と
本
質
的
に
は
変
っ
て
い
な

い
。し
か
し
、首
相
在
任
中
の
鳩
山
発
言

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
鳩
山
内
閣
は
、

民
主
党
・
社
民
党
・
国
民
新
党
か
ら
成

る
三
党
連
立
内
閣
で
あ
り
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
三
党
連
立
内
閣
の
憲
法
上

の
制
約
上
、
次
の
よ
う
に
発
言
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
一
月
二
〇
日
、
参
院
代

表
質
問
の
時
、
尾
辻
秀
久
自
民
党
議
員

に
よ
る
「
憲
法
改
正
は
視
野
に
入
れ
て

い
る
の
か
」
と
の
発
言
に
対
す
る
答
弁

で
あ
る
。

「
政
治
家
で
あ
る
以
上
、一
人
一
人

が『
憲
法
か
く
あ
る
べ
し
』と
の
考
え

を
持
つ
の
は
当
然
だ
。
今
は
私
の
考

え
方
を
申
し
上
げ
る
時
で
は
な
い
。

在
任
中
に
考
え
る
べ
き
も
の
と
も

思
っ
て
い
な
い
。首
相
の
立
場
で
は
、

重
い
憲
法
尊
重
、
擁
護
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
」（
二
〇
一
〇
・
一
・
二

一
（
木
）、「
東
京
新
聞
」）。

三
党
連
立
内
閣
の
政
策
合
意
の
一
〇

に
憲
法
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
非

常
に
重
要
な
憲
法
改
正
が
で
き
な
い
内

容
で
あ
り
、
特
筆
に
値
す
る
の
で
採
録

し
て
置
き
た
い
。

「
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、日
本
国

憲
法
の
『
平
和
主
義
』
を
は
じ
め
『
国

民
主
権
』『
基
本
的
人
権
の
尊
重
』
の

三
原
則
の
遵
守
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
憲
法
の
保
障
す
る
諸
権
利
の
実

現
を
第
一
と
し
、
国
民
の
生
活
再
建

に
全
力
を
挙
げ
る
」。

２

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
二
〇
〇

九
・
七
・
二
七
）
だ
け
な
ら
ば
、「
国
民

の
自
由
闊
達
な
憲
法
論
議
を
」
と
い
う

見
出
し
で
あ
り
、
憲
法
改
正
が
可
能
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

時
、
三
党
合
意
の
憲
法
観
を
明
記
し
て

発
足
し
た
三
党
連
立
内
閣
に
あ
っ
て
、

憲
法
改
正
よ
り
も
日
本
国
憲
法
そ
の
も

の
を
重
視
し
て
、
私
が
主
張
し
て
い
る

憲
法
政
治
の
実
践
を
主
張
し
て
い
る
三

党
合
意
で
あ
り
、
そ
の
約
束
を
無
視
で

き
な
い
こ
と
を
、
鳩
山
首
相
（
当
時
）
が

答
弁
し
た
と
言
え
よ
う
。

問
題
は
、
菅
首
相
の
憲
法
観
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
率
直
に
言
っ
て
、
今
ま
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で
、鳩
山
氏
の
よ
う
に
、は
っ
き
り
憲
法

に
つ
い
て
表
明
し
て
は
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
評
価
で
き
る
と
思

わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
私
の
国
会
傍
聴

の
経
験
か
ら
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
リ
ア

リ
ス
ト
、
現
実
主
義
者
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
菅
氏
は
、新
首
相
と
な
っ
て
、直
ち

に
重
大
な
諸
問
題
に
直
面
し
、
数
々
の

発
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通

し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
鳩
山
首
相
と

同
じ
よ
う
に
、
民
主
党
内
閣
と
し
て
鳩

山
内
閣
と
同
じ
方
向
性
を
持
っ
て
お

り
、
そ
の
通
り
実
践
し
て
は
ば
か
ら
な

い
立
場
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
つ
ま

り
、『
日
本
国
憲
法
第
七
三
条
（
内
閣
の

職
務
）
第
六
項
を
無
視
し
た
政
治
を

行
っ
て
恥
じ
な
い
現
状
で
あ
る
。

第
六
項
は
、「
こ
の
憲
法
及
び
法
律
の

規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
、
政
令
を
制

定
す
る
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
趣
旨
は
、
憲
法
が
最
高
法
規
で
あ

る
こ
と
（
第
九
八
条
第
一
項
）
を
銘
記

し
、
そ
の
憲
法
に
基
づ
い
て
法
律
を
適

用
す
る
。
そ
の
た
め
に
政
令
が
必
要
な

ら
政
令
を
制
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
菅
首
相
も
憲
法
に
基
づ
か
な
い

法
律
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
法
律
で

は
な
い
が
、
合
意
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
、

本
来
の
憲
法
観
、
法
律
観
に
な
じ
ま
な

い
場
合
に
お
い
て
も
政
治
的
な
利
害
関

係
を
優
先
し
て
事
を
運
ぶ
政
治
姿
勢
を

墨
守
す
る
。
以
下
、
例
を
挙
げ
て
み
よ

う
。菅

首
相
と
な
る
直
前
の
五
月
二
八

日
、鳩
山
内
閣
は
、沖
縄
の
県
民
の
意
思

を
無
視
し
て
、「
日
米
共
同
声
明
」
に
合

意
し
、一
方
的
に「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ

ブ
辺
野
古
崎
地
区
及
び
こ
れ
に
隣
接
す

る
水
域
に
設
置
す
る
意
図
を
」
確
認
し

た
。」右

の「
日
米
共
同
声
明
」の
背
景
に
あ

る
の
は
、「
日
米
同
盟
を
深
化
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
」（
鳩
山
首
相
の
所
信
表
明
演

説
、二
〇
〇
九
・
一
〇
・
二
六
）を
そ
の

ま
ま
継
承
す
る
菅
首
相
の
「
日
米
同
盟

を
外
交
の
基
軸
」（
所
信
表
明
演
説
、
二

〇
一
〇
・
六
・
一
一
）
と
同
じ
方
向
性

を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。

し
か
し
、
右
の
「
合
意
声
明
」
は
沖
縄

の
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
の
政
治

的
な
解
決
策
に
過
ぎ
な
い
問
題
で
は
な

く
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
本
質
に
違

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
米
安
保
条
約

発
効
（
一
九
五
二
・
四
・
二
八
）
、
新
日

米
安
保
条
約
採
決
（
一
九
六
〇
・
五
・

二
〇
）
は
日
本
国
憲
法
第
九
条
違
反
で

あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

よよ
りよ
は
っ
き
り
言
え
ば
、
一
九
六
〇

年
五
月
二
九
日
、
自
民
党
が
衆
院
で
審

議
を
打
ち
切
り
、強
行
し
、警
官
隊
を
導

入
し
、
二
〇
日
の
深
夜
、
午
前
〇
時
六

分
、
新
安
保
条
約
を
自
民
党
単
独
で
強

行
採
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
民
党
で
も
そ
の
事
実
を
一
部
の
議

員
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
石
橋
湛
山
や

三
木
武
夫
ら
二
七
名
が
本
会
議
を
欠
席

し
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
っ

た
（
「
朝
日
新
聞
「
検
証
・
昭
和
報
道
」

取
材
班
」
に
よ
る
『
新
聞
と
「
昭
和
」
』
、

三
一
六
頁
、参
照
、二
〇
一
〇
年
六
月
三

〇
日
、
初
版
発
行
）。

私
は
、は
だ
か
の
国
会
傍
聴
か
ら
、そ

う
し
た「
熟
議
な
き
民
主
主
義
」の
実
態

を
何
度
も
傍
聴
席
か
ら
見
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
議
決
が
認
め
ら
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
強
行
採
決
で
あ

れ
、何
で
あ
れ
、悪
し
き
数
の
論
理
で
可

決
・
成
立
と
さ
れ
、
憲
法
違
反
の
悪
法

が
「
成
立
」
と
さ
れ
て
い
る
。

自
民
党
か
ら
民
主
党
政
権
に
な
り
、

新
し
い
時
代
が
来
た
と
考
え
、
期
待
を

持
っ
て
い
る
主
権
者
・
有
権
者
が
多
い

と
思
わ
れ
る
が
、
法
案
の
成
立
過
程
は

現
実
に
は
何
も
変
っ
て
い
な
い
。
民
主

党
政
権
に
な
っ
て
、
強
行
採
決
は
一
〇

種
を
下
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、菅
首
相
、菅
内
閣
に
な
っ
た
か

ら
、憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
果
し
、憲
法

政
治
が
実
践
さ
れ
て
い
る
と
は
到
底
考

え
ら
れ
な
い
。
憲
法
の
拡
大
解
釈
が
日

常
的
に
行
わ
れ
、
類
似
の
憲
法
違
反
が

く
り
返
さ
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

明
文
改
憲
を
主
張
す
る
政
党
に
あ
っ

て
、
菅
首
相
の
対
応
に
注
目
し
た
い
。
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「
一
事
不
再
議
」最
近
、よ
く
耳
に
す

る
言
葉
で
あ
る
。
議
案
の
二
重
審
議
等

を
回
避
す
る
こ
と
等
、国
会
の
議
事
運
営
の
円
滑
の
為
に
よ

く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の「
一
事
不
再
議
」

が
昨
今
乱
用
さ
れ
て
、寧
ろ
会
議
制
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ

る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

去
る
三
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
埼
玉
地
区
総
会
、次
い
で

五
月
二
六
日
、
二
七
日
に
行
わ
れ
た
関
東
教
区
総
会
、
い
ず

れ
に
於
い
て
も「
一
事
不
再
議
」と
の
意
見
が
発
せ
ら
れ
た
。

何
れ
の
場
合
も
苦
し
い
「
逃
げ
口
上
」
に
使
わ
れ
て
い
た
。

「
一
事
不
再
議
」
と
は
そ
の
会
議
の
会
期
中
に
決
議
さ
れ
た

議
案
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。会
議
会
期
中
に
お
け
る

議
案
の
審
議
中
の
逃
げ
に
、あ
る
い
は
議
案
上
程
に
際
し
て

の
逃
げ
に
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

結
果
、
埼
玉
地
区
総
会
で
は
議
事
進
行
が
乱
れ
に
乱
れ

「
時
間
切
れ
審
議
未
了
廃
案
」と
の
議
長
の「
逃
げ
口
上
」が

宣
言
さ
れ
幕
、悲
憤
に
耐
え
得
な
い
信
徒
議
員
の
怒
号
が
渦

巻
い
た
。教
区
総
会
で
は
議
員
提
案
の
議
案
の
上
程
の
際
に

議
案
整
理
委
員
会
よ
り
「
一
事
不
再
議
」
に
よ
り
議
案
を
取

り
上
げ
な
い
旨
、
宣
告
が
あ
っ
た
。
議
場
は
騒
然
と
な
り
採

決
さ
れ
九
八
対
一
〇
二
で
議
案
の
上
程
は
決
ま
り
、議
案
整

理
委
員
会
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
た
。
恐
ら
く
、
教
区
で
は
前

代
未
聞
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
議
案
審
議
は
僅

か
一
〇
分
も
無
い
会
議
終
了
間
際
の
時
間
帯
に
押
し
込
め

ら
れ
て
「
時
間
切
れ
審
議
未
了
廃
案
」
が
宣
言
さ
れ
幕
と

な
っ
た
。
一
〇
二
名
の
心
が
踏
み
に
じ
ら
れ
た
。

「
一
事
不
再
議
」「
審
議
未
了
廃
案
」を
上
手
く
使
い
分
け
、

自
分
達
に
耳
痛
い
議
案
を
切
り
捨
て
る
愛
の
無
い
議
事
進

行
。会
議
制
に
求
め
ら
れ
る
べ
き「
真
実
の
証
し
」「
真
理
の

追
究
」と
は
凡
そ
ほ
ど
遠
い
。こ
こ
に
お
い
て
は
、「
埼
玉
の

夜
明
け
」
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、狭
山
事
件
裁
判
で
の
証
拠
の
開
示
が
よ
う
や

く
決
定
し
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
永
い
間
「
真
実

の
証
し
」が
為
さ
れ
な
い
ま
ま
に
来
た
。「
一
事
不
再
議
」な

ら
ぬ
「
一
事
不
再
理
」
等
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

主
　
張
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『
リ
ン
ゴ
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』の

著
者
木
村
秋
則
さ
ん
は
リ
ン
ゴ
の
産
地

青
森
県
で
リ
ン
ゴ
栽
培
を
中
心
と
し
た

農
業
に
従
事
。
年
間
一
三
回
の
農
薬
散

布
で
家
族
が
健
康
を
害
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
七
八
年
無
農
薬
、
無
肥
料

栽
培
を
模
索
、リ
ン
ゴ
畑
は
長
い
間
、病

気
と
虫
に
さ
い
な
ま
れ
、葉
は
落
ち
、花

は
咲
か
ず
、
無
残
な
姿
を
晒
し
て
い
た
。

毎
日
虫
と
の
闘
い
。村
の
人
か
ら
は「
あ

ほ
」「
出
て
行
け
」
と
罵
声
を
浴
び
、
村

八
分
に
さ
れ
た
。
無
収
入
の
た
め
冬
は

北
海
道
、東
京
と
出
稼
ぎ
、夜
は
地
元
の

キ
ャ
バ
レ
ー
で
ア
ル
バ
イ
ト
。
そ
れ
で

も
諦
め
ず
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く

し
た
が
、答
え
は
な
か
っ
た
。六
年
目
万

策
尽
き
て
、
死
ぬ
つ
も
り
で
岩
木
山
に

登
る
。そ
こ
で
ヒ
ン
ト
を
得
る
。自
然
の

ま
ま
の
立
派
な
木
、
そ
こ
の
土
の
匂
い

バ
ク
テ
リ
ア
や
菌
が
し
っ
か
り
生
き
て

い
る
匂
い
。害
虫
も
い
な
い
。雑
草
で
地

面
は
ふ
か
ふ
か
暖
か
く
柔
ら
か
い
土
、

無
数
の
生
物
が
活
動
し
て
い
る
。
自
分

の
嫡
と
の
違
い
を
自
然
が
教
え
て
く
れ

た
。
す
べ
て
自
然
環
境
の
中
で
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
。
畑
の
下
草
を
刈
る

の
を
止
め
る
と
、
葉
が
落
ち
な
く
な
る
。

木
の
下
に
大
豆
を
植
え
た
。
大
豆
の
根

粒
菌
に
よ
り
窒
素
が
痩
せ
た
土
地
に
養

分
と
し
て
沁
み
渡
る
。
こ
の
年
初
め
て

二
個
の
リ
ン
ゴ
が
実
り
、
翌
年
何
と
花

が
満
開
に
な
っ
た
。
八
百
本
の
リ
ン
ゴ

の
木
が
実
を
つ
け
た
。著
者
は
米
、野
菜

に
も
自
然
栽
培
を
展
開
す
る
。「
私
の
体

に
米
一
粒
、
リ
ン
ゴ
一
個
も
実
ら
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
私
達
は
た
だ
リ
ン

ゴ
の
木
や
稲
が
生
活
し
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
る
だ
け
」と
語
る
。有
機
米
と

自
然
栽
培
米
を
比
較
実
験
す
る
と
、
有

機
米
は
腐
り
、
自
然
栽
培
米
は
変
化
せ

ず
、
有
機
農
業
が
安
心
で
は
な
い
理
由

を
述
べ
て
い
る
。肥
料
、農
薬
を
使
う
農

地
は
河
川
を
汚
し
、
一
〇
年
後
に
は
砂

漠
化
す
る
と
言
う
。
窒
素
、
燐
酸
、
カ
リ

が
無
く
て
も
山
の
木
は
茂
っ
て
い
る
。

自
然
は
人
間
が
考
え
る
以
上
に
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
農
薬
投
与
が
な
け
れ

ぱ
害
虫
も
発
生
し
な
い
。
人
間
は
土
の

生
態
系
を
壊
し
て
い
る
。
著
者
は
現
在

無
農
薬
、
無
肥
料
の
自
然
栽
培
を
全
国
、

海
外
に
広
め
る
た
め
農
業
指
導
し
て
い

る
。
自
然
の
営
み
の
中
で
生
か
さ
れ
て

い
る
私
達
が
健
や
か
に
生
き
る
た
め
に

無
農
薬
、
無
肥
料
の
自
然
栽
培
は
身
近

な
問
題
だ
と
思
う
。

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め

る
市
民
集
会
参
加
報
告

和
戸
教
会

後
藤
　
龍
男

去
る
五
月
一
二
日（
水
）午
後
二
時
か

ら
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
者
挨
拶
に
続
き
弁
護
団
中

山
武
敏
主
任
弁
護
士
か
ら
の
報
告
、
石

川
一
雄
さ
ん
夫
妻
か
ら
「
い
ま
こ
そ
事

実
調
べ
・
再
審
開
始
を
」
の
訴
え
が
あ

り
、集
会
ア
ピ
ー
ル
の
後
、銀
座
通
り
を

常
盤
橋
公
園
に
向
か
っ
て
デ
モ
行
進
を

行
い
、
道
行
く
人
々
に
狭
山
事
件
を
訴

え
ま
し
た
。
第
三
次
再
審
請
求
で
昨
年

一
二
月
に
行
わ
れ
た
三
者（
弁
護
士
、裁

判
長
、
検
察
官
）
協
議
に
お
い
て
、
当
時

の
門
野
博
裁
判
長
か
ら
検
察
官
に
た
い

し
て
八
点
の
証
拠
を
開
示
す
る
よ
う
勧

告
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
検
察
官
側
は

今
年
五
月
中
旬
ま
で
に
何
ら
か
の
対
応

を
す
る
と
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
岳
門

野
裁
判
長
の
後
任
と
し
て
新
た
に
東
京

高
裁
第
四
刑
事
部
に
就
任
し
た
岡
田
雄

一
裁
判
長
の
も
と
約
束
の
五
月
中
旬
、

第
三
回
の
三
者
協
議
の
場
で
検
察
官
側

が
証
拠
開
示
に
応
じ
て
く
る
の
か
が
注

目
さ
れ
る
中
で
の
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
市

民
集
会
で
し
た
。
石
川
一
雄
さ
ん
は
実

に
四
七
年
に
わ
た
り
冤
罪
を
晴
ら
す
た

め
に
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
検
察
官
が
隠

し
持
つ
証
拠
が
開
示
さ
れ
れ
ば
石
川
一

雄
さ
ん
の
無
実
が
明
ら
か
と
な
り
ま

す
。
狭
山
事
件
（
部
落
差
別
に
よ
る
）
は

足
利
事
件
、
布
川
事
件
、
志
布
志
事
件
、

氷
見
事
件
な
ど
と
同
じ
冤
罪
事
件
で

す
。
五
月
一
四
日
付
け
Ａ
新
聞
に
『
「
自

白
」
テ
ー
プ
開
示
、
検
察
側
、
高
裁
勧
告

受
け
狭
山
事
件
』
と
の
見
出
し
で
記
事

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
次
回
は
九
月
に

四
回
目
の
三
者
協
議
が
も
た
れ
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
九
月
を
待
た
ず
一
刻
も

早
い
再
審
開
始
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
再

審
開
始
を
要
請
す
る
ハ
ガ
キ
を
送
る
な

ど
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。復

刻
版
第
四
集
仕
上
が
る

一
冊
・
五
〇
〇
円

編
集
委
員

浅
子
　
和
夫

「
埼
玉
の
夜
明
け
」は
十
年
ご
と
に
ま

と
め
て
復
刻
版
を
発
行
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
〇
年

分
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
委
員
会
は
主
に
「
平
和
と
天
皇

制
間
題
」
、「
部
落
差
別
と
人
権
問
題
」
、

「
環
境
間
題
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
に
関
し
た
色
々
な
記
事

を
多
く
の
方
々
に
書
い
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

特
に
今
回
の
特
徴
と
し
て
は「
憲
法

改
正
問
題
」が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、そ
れ
に
関
係
し
た
記
事
が

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、「
教

団
の
罪
責
告
白
」、「
載
判
員
制
度
」、

「
核
燃
サ
イ
ク
ル
」の
こ
と
が
取
り
上
げ

ら
れ
参
考
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
埼
玉
の
夜
明
け
」は
地
区
通
信
と
共

に
一
年
に
三
回
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
保
存
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

と
も
す
る
と
紛
失
し
が
ち
で
す
。
そ
の

点
、合
本
に
な
っ
て
い
る
と
、必
要
に
応

じ
て
直
ぐ
に
取
り
出
せ
便
利
で
す
。

さ
て
、
こ
の
復
刻
版
第
四
集
の
仕
上

が
り
で
す
が
、大
宮
教
会
で
の「
八
・
一

五
集
会
」
に
は
受
付
の
と
こ
ろ
に
持
参

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

各
教
会
・
伝
道
所
に
は
今
回
も
一
冊

ず
つ
無
償
で
配
布
さ
れ
ま
す
が
、
個
人

向
け
に
は
一
冊
五
〇
〇
円
で
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
冊
子
発
行
に
際
し
て
は
、
多
く

の
経
費
を
か
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
経
費
削
減
を
願
っ
て
、

多
く
の
と
こ
ろ
を
手
づ
く
り
作
業
で
行

い
二
〇
〇
部
を
作
り
ま
し
た
。
復
刻
版

第
三
集
ま
で
は
一
〇
〇
〇
円
で
し
た
が

今
回
は
五
〇
〇
円
と
比
較
的
安
く
仕
上

が
り
ま
し
た
の
で
是
非
お
買
い
求
め
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
各
教
会
・
伝
道
所
に
お
か
れ

ま
し
て
は
学
習
会
等
で
お
お
い
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
て
も
良
い
教

材
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

※
参
考

こ
れ
ま
で
の
復
刻
版
第
一
集
～
三
集

も
各
教
会
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

合
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

第
一
集（
一
九
七
〇
～
一
九
八
○
年
）

第
二
集（
一
九
八
○
～
一
九
九
〇
年
）

第
三
集（
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
〇
年
）

書
評

『
リ
ン
ゴ
が

教
え
て
く
れ
た
こ
と
』

木
村
秋
則
�著

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

北
鴻
巣
集
会

岡
村
　
紀
子



活
動
方
針

社
会
委
員
長

柳
下
　
　
仁

二
一
世
紀
に
入
っ
て
早
く
も
一
〇

年
、
経
済
の
世
界
的
不
調
か
ら
落
ち
着

か
な
い
思
い
の
日
々
で
す
。
よ
う
や
く

政
権
交
代
実
現
と
ほ
の
か
な
希
望
を

持
っ
て
見
て
い
ま
し
た
が
、
鳩
山
政
権

も
、
沖
縄
の
人
々
の
意
見
を
無
視
し
た

米
軍
基
地
移
設
問
題
か
ら
辞
職
と
な
り

ま
し
た
。
次
の
政
権
は
ど
う
い
う
動
き

を
す
る
の
か
、
そ
の
視
線
は
国
内
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
、
ア
メ
リ
カ
に
向
か

う
の
か
、
私
た
ち
は
じ
っ
と
見
張
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
六
月
十
日

現
在
）

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
山
積
の

中
、
今
年
度
の
社
会
委
員
会
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。最
初
の
委
員
会
で
、ど
う

い
う
活
動
を
目
指
す
べ
き
か
、
自
由
に

話
し
合
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
と
し
て
、
平

和
を
尊
重
し
、
戦
争
の
で
き
る
国
を
作

る
こ
と
に
反
対
す
る
、
信
教
の
自
由
を

守
る
こ
と
、
人
々
の
人
権
を
尊
重
す
る

こ
と
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
憲
法
改
悪
に

断
固
反
対
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

今
年
度
の
主
な
集
会
は
、
八
月
の

「
八
・
一
五
集
会
」
と
来
年
二
月
の

「
二
・
一
一
集
会
」
で
す
。
い
ず
れ
も
大

宮
教
会
を
会
場
に
、
熱
心
な
活
動
を
展

開
し
て
お
ら
れ
る
牧
師
お
二
人
に
講
演

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。「
大
切
な
こ
と
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
問
題
に
な
っ

（
二
〇
〇
九
年
度
）

●
信
教
の
自
由
と
平
和
を
求
め
る
二
・

一
一
集
会

二
月
十
一
日（
木
・
祝
）午
前
十
時
～

十
二
時
（
埼
玉
和
光
教
会
）

講
師
　
谷
　
大
二
司
教

演
題
　
「
憲
法
九
条
と
二
〇
条
は
車

の
両
輪
」

参
加
者
（
二
七
教
会
七
九
名
）

（
二
〇
一
〇
年
度
）

●
第
一
回
社
会
委
員
会

四
月
二
九
日（
木
）午
前
十
時
～
十
二

時
一
〇
分
（
和
戸
教
会
）

出
席
者
六
名
　
欠
席
者
三
名

奨
励
　
柳
下
　
仁
牧
師

（
議
事
）

一
、
組
織
に
つ
い
て

二
、
委
員
会
開
催
日
程

三
、
活
動
計
画
に
つ
い
て

●
委
員
及
び
組
織
に
つ
い
て

委
員
長
　
柳
下
　
仁
（
北
川
辺
）

書
記
　
　
熊
谷
雅
晴
（
西
川
口
）

会
計
　
　
後
藤
龍
男
（
和
戸
）

委
員
　
　
浅
子
和
夫
（
和
戸
）

岡
村
紀
子
（
北
鴻
巣
集
会
）

黒
川
　
元
（
上
尾
合
同
）

篠
原
節
子
（
鴻
巣
）

顫
橋
　
誠
　
地
区
委
員

（
飯
能
）

本
間
一
秀
（
川
口
）

●
小
委
員
会
分
担
（
○
印
は
招
集
者
）

〔
平
和
と
天
皇
制
問
題
〕

○
柳
下
　
岡
村
　
篠
原

〔
部
落
差
別
問
題
と
人
権
問
題
〕

○
後
藤
　
柳
下
　
熊
谷

〔
環
境
問
題
〕

○
黒
川
　
本
間

〔
「
埼
玉
の
夜
明
け
」
編
集
〕

○
浅
子
　
柳
下
　
土
橋

●
地
区
内
各
教
会
へ
社
会
活
動
委
員
派

遣
の
お
願
い
に
つ
い
て
協
議

●
今
後
の
委
員
会
予
定
等

第
一
回
社
会
活
動
委
員
会
と
第
二
回

社
会
委
員
会

六
月
二
〇
日
（
日
）
十
五
時
～

大
宮
教
会

（
後
日
、
川
口
教
会
に
変
更
）

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

本
間
一
秀
牧
師

第
三
回
社
会
委
員
会

八
月
二
二
日
（
日
）
十
五
時
～

川
口
教
会

第
二
回
社
会
活
動
委
員
会
と
第
四
回

社
会
委
員
会

十
月
十
七
日
（
日
）
十
五
時
～

上
尾
合
同
教
会

各
教
会
の
社
会
活
動
報
告

第
五
回
社
会
委
員
会

一
月
十
六
日
（
日
）
十
五
時
～

鴻
巣
教
会

●
社
会
活
動
予
定

※
八
・
一
五
集
会
に
つ
い
て

八
月
十
五
日（
日
）十
五
時
～
十
七
時

（
大
宮
教
会
）

講
師
　
橋
本
左
内
牧
師
（
キ
リ
ス
ト

者
平
和
の
会
）

※
環
境
問
題
ア
ー
モ
ン
ド
の
会
集
会

に
合
流
　
九
月
二
三
日
（
木
・
祝
）

（
埼
玉
和
光
教
会
）

※
信
教
の
自
由
と
平
和
を
求
め
る

二
・
一
一
集
会
　
二
月
十
一
日
（
大

宮
教
会
予
定
）

講
師
　
平
山
武
秀
牧
師

※「
埼
玉
の
夜
明
け
」復
刻
版
第
四
集

の
発
行
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社
会
委
員
会
報
告

て
い
な
け
れ
ば
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い

が
ち
な
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

環
境
問
題
講
演
会
は
、
こ
れ
ま
で
非

常
に
集
ま
り
が
悪
く
、
委
員
会
と
し
て

も
な
か
な
か
力
及
ば
な
い
感
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
年
度
は
独
立
し
た
会
を

見
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。現
在
、各
教

会
で
も
地
区
で
も
、
社
会
全
体
と
同
様
、

高
齢
化
、
少
子
化
が
最
大
の
悩
み
と
し

て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
ア
ー

モ
ン
ド
の
会
が
、「
老
い
と
孤
独
を
支
え

て
─
共
に
生
き
る
─
」
と
し
て
講
演
会

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
も
悩

み
を
共
に
す
る
者
と
し
て
、
そ
の
会
に

協
賛
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
ど
も
の
活
動
を
ご
理
解
頂
き
、
各

集
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、六
月
初
旬
、東
京
の
各
地
を
会

場
に
、
第
十
一
回
部
落
解
放
全
国
会
議

が
教
団
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
主
催
で
開

催
さ
れ
る
の
で
、
社
会
委
員
は
な
る
べ

く
多
数
出
席
し
て
共
に
学
ぷ
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

編
集
後
記

ま
た
し
て
も
首
相
交
代
。
一
国
の
首

相
が
こ
ん
な
に
も
次
々
と
交
代
し
賑
わ

し
て
い
る
国
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
陰
で
、
憲
法
改
正
案
の
是
非
を

問
う
手
続
き
を
定
め
た
国
民
投
票
法
が

五
月
十
八
日
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

「
埼
玉
の
夜
明
け
」
で
は
、
こ
の
問
題
に

深
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
西
川
重
則
氏

に
そ
の
現
況
や
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
等

に
つ
い
て
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
浅
子
）

平
和
を
求
め
る
八
・
一
五
集
会

日
時
　
八
月
一
五
日
（
日
）

午
後
三
時
～
五
時

会
場
　
大
宮
教
会

講
師
　
橋
本
左
内
牧
師

（
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
）

演
題
　「
日
本
人
は
真
実
に『
戦
争

責
任
』
を
反
省
し
た
か
？
」


